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〈写真・菊地信夫〉

　「いらっしゃいませ！」「ありがとうございます！」。横浜駅から徒歩５分、かながわ県
民センター１階ともしびショップでは店員さんが元気よく応対してくれる。
　この県民センター店のほか４店舗の運営を行うのは、神奈川県手をつなぐ育成会の
ショップ運営委員会。三田昌也さん（７６歳）は、平成２年に４０年間勤めた県庁を退職後、
育成会などの事務局長の座に就いた。それから１７年余り、店長や店員の相談にのったり
親睦会や勉強会を開いたりとショップの運営を支え、昨年末に退職した。
　「立ち上げ当初はお客さんになかなか知ってもらえず、窓にＰＲのための装飾シート
を貼るなど何とか入りやすいような工夫をしましたね。売り上げが伸びない等の経営上
の課題は、店長たちと毎日工夫研究しました」とふりかえる。また、「店員さんから相談
された生活上のトラブルについて、店長とその方が暮らすグループホームの世話人さん
と一緒に話し合ったこともありました」と、公私ともに厚い信頼関係を築いてきた。
　これまで育成会運営のショップで働き退職した店員は２９名。そのうち９名が一般企業
に就職した。「ショップを巣立って就職していった方が、元気でやっていることが一番
うれしい」と話す三田さん。「たくさんのお客さんに接客して学んだこと、そして仲間と
ともに働くよろこびを、就職への自信につなげてもらいたい」と願う。
　「今日は閉店後にショップのみんなでカラオケに行くんですよ」と笑って話す三田さん
は、現役を退いた今も温かくショップを見守りつづける。
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～高齢の方・障害のある方の権利擁護ネットワーク形成に向けて～

　

か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
（
あ
し
す
と
）
で
は
平
成
十
年
の
開
所
以
来
、
高
齢
の
方
及
び
障
害
の
あ
る
方
の
た
め

の
権
利
擁
護
に
関
わ
る
相
談
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
介
護
保
険
法
の
改
正
等
に
伴
い
、
今
年
度
よ

り
新
た
な
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
「
弁
護
士
相
談
」
に
加
え
、
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
「
成

年
後
見
制
度
相
談
」、
ま
た
地
域
の
相
談
機
関
等
へ
の
支
援
と
し
て
専
門
家
を
派
遣
す
る
「
弁
護
士
派
遣
相
談
事
業
」
と
「
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
派
遣
事
業
」
で
す
。
今
回
は
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

「あしすと」の地域相談機関等への支援事業

地
域
の
相
談
機
関
等
へ
の
支
援
と
し
て

　

昨
年
度
は
、
介
護
保
険
法
の
改
正
や
障

害
者
自
立
支
援
法
、
高
齢
者
虐
待
防
止
・

養
護
者
支
援
法
の
施
行
等
に
伴
い
、
市
町

村
に
お
け
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
障
害
者
関
係
相
談
機
関
等
、
地
域

で
の
権
利
擁
護
相
談
の
体
制
整
備
が
図
ら

れ
、
当
セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
、
県
域
の
二

次
相
談
機
関
と
し
て
よ
り
専
門
性
を
強

め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
相
談
機
関
等
へ

の
支
援
機
能
の
構
築
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
も
、
平
成
十
九
年

度
に
は
、
各
都
道
府
県
内
で
高
齢
者
虐
待

を
中
心
と
し
た
権
利
擁
護
に
関
す
る
専
門

的
相
談
・
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
「
権

利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業
」
が
創

設
さ
れ
、
神
奈
川
県
は
そ
の
事
業
を
本
会

に
委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
こ
の
委
託
を
受

け
て
「
成
年
後
見
制
度
相
談
」
を
新
た
に

創
設
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
相
談
機
関

等
を
対
象
と
し
た
「
弁
護
士
派
遣
相
談
事

業
」（
以
下「
弁
護
士
派
遣
」）
と
「
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
派
遣
事
業
」（
以
下

「
Ａ
Ｓ
派
遣
」）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
両
事
業
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
障
害
者
関
係
相
談
機
関
な
ど
の
困

難
事
例
に
対
す
る
支
援
策
検
討
場
面
、
お

よ
び
関
係
機
関
等
と
の
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
な
ど
に
対
し
て
、
専
門
家
や
権
利

擁
護
相
談
等
の
経
験
豊
富
な
者
等
を
派
遣

す
る
事
業
で
す
。

　

弁
護
士
派
遣
で
は
、
文
字
通
り
地
域
相

談
機
関
等
へ
の
弁
護
士
派
遣
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
Ａ
Ｓ
派
遣
で
は
社
会
福
祉
士
や

司
法
書
士
、
行
政
書
士
の
ほ
か
社
会
福
祉

に
関
す
る
学
識
経
験
者
や
当
事
者
団
体

で
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
相
談
員
な

ど
、
依
頼
内
容
に
応
じ
て
ス
タ
ッ
フ
を
検

討
し
派
遣
し
て
い
ま
す
。

地
域
相
談
機
関
の
現
状

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
「
地
域
相
談
機
関
の

権
利
擁
護
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

状
況
調
査
」
を
県
内
関
係
機
関
五
百
七
十

六
ヶ
所
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
（
回
収
率

四
一
・
三
％
）。

　

全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、「
他
機
関
と

の
ケ
ー
ス
会
議
や
事
例
検
討
の
主
催
に
つ

い
て
」
全
体
の
六
割
弱
（
五
七
・
一
％
）

が
実
施
を
し
て
お
り
、
ま
た
「
他
機
関
が

主
催
す
る
ケ
ー
ス
会
議
、
事
例
検
討
な
ど

へ
の
参
加
に
つ
い
て
」全
体
の
七
割
強（
七

三
・
九
％
）
が
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

（複数回答）�

：� 、� 、�

図１：「他機関とのケース会議や事例検討の主催に
ついて」実施していない理由
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「
他
機
関
と
の
ケ
ー
ス
会
議
や
事
例
検

討
の
主
催
」
を
実
施
し
て
い
な
い
理
由
と

し
て
は
「
適
切
な
助
言
者
が
い
な
い
」「
調

整
が
困
難
な
た
め
」
が
最
も
多
く
、
回
答

の
二
割
強
（
二
二
・
五
％
）
で
し
た
。
ま

た
そ
の
他
の
回
答
と
し
て
「
該
当
す
る
ケ

ー
ス
が
な
い
」「
日
常
業
務
に
お
わ
れ
て
余

裕
が
な
い
」
な
ど
地
域
相
談
機
関
の
地
域

へ
の
浸
透
度
や
体
制
上
の
課
題
も
見
え
て

き
ま
し
た
（
図
１
）。

　

ま
た
実
施
し
て
い
る
機
関
の
課
題
に
つ

い
て
は
「
専
門
的
な
立
場
で
ケ
ー
ス
対
応

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
助
言
者
が
い
な

い
」
が
四
割
強
（
四
一
・
九
％
）、「
権
利

擁
護
に
関
す
る
事
業
の
知
識
、
経
験
を
も

つ
参
加
者
が
い
な
い
」
が
三
割
（
三
〇
・

九
％
）
と
多
く
（
図
２
）、
ま
た
「
今
後
連

携
を
深
め
た
い
関
係
者
・
関
係
機
関
」
と

し
て
は
弁
護
士
、
精
神
科
医
と
続
き
、
現

場
で
は
専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言
を
し
て

く
れ
る
専
門
家
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
図
３
）。　

　「
弁
護
士
派
遣
」か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
「
消
費
契
約
被
害
」

や
「
財
産
管
理
や
虐
待
」
な
ど
の
疑
い
の

あ
る
も
の
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
は
被
害
者
本
人
の
被
害
意
識
が
低
か
っ

た
り
、
他
人
が
入
り
に
く
い
家
族
間（
親

族
間
）
の
問
題
が
根
底
に
あ
る
な
ど
様
々

な
要
因
が
絡
み
合
っ
た
難
し
い
ケ
ー
ス
で

す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
本
人
を

取
り
巻
く
関
係
機
関
が
集
ま
り
、
共
通

認
識
を
も
ち
、
各
種
の
社
会
資
源
の
情
報

や
支
援
策
を
持
ち
寄
っ
て
、
協
働
し
て
対

処
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　

十
二
月
末
現
在
、
弁
護
士
派
遣
へ
は
二

十
二
件
、
Ａ
Ｓ
派
遣
へ
は
十
三
件
の
依
頼

（
予
定
も
含
め
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

派
遣
依
頼
の
理
由
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
地
域
の
関
係
機
関
や
担
当
者
だ
け
で
行

っ
て
い
た
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お

い
て
、
担
当
者
レ
ベ
ル
で
は
対
応
が
困
難

で
あ
る
法
的
な
部
分
で
の
問
題
整
理
と
助

言
を
求
め
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
現

場
の
担
当
者
レ
ベ
ル
で
は
判
断
の
難
し

い
、
家
族
や
知
人
に
よ
る
金
銭
搾
取
や
ネ

グ
レ
ク
ト（
介
護
放
棄
）等
の
虐
待
に
よ
る

権
利
侵
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
ケ
ー

ス
で
も
、
弁
護
士
か
ら
の
助
言
に
よ
り
、

新
た
な
支
援
へ
の
取
り
組
み
が
見
え
て
き

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
弁
護
士
派
遣
、
Ａ
Ｓ
派
遣
は
関

係
機
関
同
士
の
学
習
の
場
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
支
援
の
必
要
な
人

に
対
し
、
よ
り
身
近
な
機
関
が
し
っ
か
り

と
相
談
を
受
け
止
め
、
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
両
事
業
を
通
じ
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
成
年
後
見
制
度
相
談
」

　
「
成
年
後
見
制
度
相
談
」も
今
年
度
か
ら

の
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

電
話
相
談
や
、
弁
護
士
相
談
で
対
応
し
て

き
た
も
の
を
、
社
会
福
祉
士
や
司
法
書

士
、
行
政
書
士
の
専
門
家
に
依
頼
し
、
毎

週
木
曜
日
の
午
後
、
予
約
制
で
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
十
二
月
ま
で
の
相
談
件
数
は
三

十
九
件
で
、
相
談
内
容
と
し
て
は
「
成
年

後
見
制
度
の
概
要
」
や
「
申
立
手
続
き
の

方
法
」
な
ど
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

相
談
者
と
し
て
は
親
族
か
ら
の
相
談
が
最

も
多
く
、
専
門
家
の
方
に
後
見
人
の
役
割

や
代
理
権
の
範
囲
等
の
説
明
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

※
弁
護
士
派
遣
等
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー

（
あ
し
す
と
）

〈
相
談
受
付
・
開
館
日
時
〉

月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
九
時
〜
午
後
五

時
十
五
分

〒　

－

０
８
３
５

221
横
浜
市
神
奈
川
区
鶴
屋
町
２－

　

－

２

２４

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー　

階
１４

�　

－

　

－

１
１
２
１
（
代
表
）

045

312

Ｆ
Ａ
Ｘ　

－

　

－

３
５
５
９

045

322

図３：今後、特に連携を深めたい関係者・関係機関 図２：「他機関とのケース会議や事例検討の主催に
ついて」実施している機関の課題

（複数回答）�

（複数回答）�

その他：�
日程調整が困難、参加する職員の経験・知識の差があり持ち方がむずかしい、個人情報の取り扱いについて　他�
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
防
災
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
２
０
０
８
の
開
催
〜

　

平
成
七
年
一
月
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路

大
震
災
で
は
、
死
者
六
千
四
百
名
以
上
、

家
屋
の
全
半
壊
は
二
十
四
万
件
に
も
の
ぼ

り
、
数
十
万
人
の
被
災
者
は
、
体
育
館
等

に
設
け
ら
れ
た
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
の

長
期
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
興
支
援
と
し
て
一
般
市
民
に
よ
る
継

続
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
性
も

認
識
さ
れ
、
実
際
に
支
援
活
動
を
行
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延
べ
百
三
十
万
人
以

上
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
動
き
か

ら
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
被
災
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
間
に
立
つ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
の
役
割

が
広
く
認
識
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
新
潟
県
や
能
登
半
島
で
の
地

震
、
ま
た
長
野
県
で
の
豪
雨
災
害
な
ど
、

近
年
起
き
た
災
害
の
被
災
地
で
は
、
災
害

Ｖ
Ｃ
が
地
域
の
社
協
や
行
政
及
び
県
内
外

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
協
働
に
よ
り

設
置
・
運
営
さ
れ
、
支
援
活
動
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
向
を
背
景
に
、
去
る
一

月
十
二
日
、
か
な
が
わ
県
民
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
後
方
支
援
し
て
い
る
団
体
等
を
パ
ネ
ラ

ー
に
、「
な
ぜ
、
災
害
Ｖ
Ｃ
は
必
要
な
の

か
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
横
浜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
渡
辺
誠
二
氏
（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
）
は
、
過
去
の
災
害
に
お
い
て
設
置
さ

れ
た
災
害
Ｖ
Ｃ
で
の
活
動
課
題
や
、
被
災

者
ニ
ー
ズ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な
げ
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
の
重
要
性
な

ど
か
ら
、
大
都
市
型
の
対
応
を
模
索
。
特

に
横
浜
市
の
各
区
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
、
市
の
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入

れ
・
派
遣
体
制
づ
く
り
」
検
討
会
に
参
画
。

現
在
で
は
概
ね
の
区
で
設
立
ま
た
は
発
足

準
備
の
状
況
に
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
会
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

シ
ニ
ア
活
動
支
援
担
当
の
徳
久
和
彦
は
、

地
域
福
祉
の
核
と
な
る
市
町
村
社
協
の
災

害
Ｖ
Ｃ
設
置
に
向
け
た
意
識
は
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
し
た
上
で
、
普
段
の
福
祉
活

動
と
災
害
時
の
活
動
と
は
密
接
に
繋
が
っ

て
い
る
と
の
認
識
の
も
と
、
今
後
活
動
で

き
る
人
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
。
ま
た

地
域
住
民
と
災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る
「
要

援
護
者
」
と
の
接
点
を
ど
の
よ
う
に
広
げ

て
い
く
か
が
課
題
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、（
福
）
中
央
共
同
募
金
会
の
阿
部

陽
一
郎
氏
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
時
に
は

募
金
の
結
果
が
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
ス
ム

ー
ズ
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省

し
、
仮
設
住
宅
の
生
活
や
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運

営
に
伴
う
、
よ
り
細
か
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
情
報

機
能
の
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
主
に
全
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
相
互

の
連
絡
調
整
を
担
っ
て
い
る
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
田
尻
佳
史
氏
は
、

被
災
者
の
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
て

は
、
色
々
な
特
技
・
特
性
を
持
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
団
体
等
を
動
員
で
き
る
よ
う

手
配
す
る
こ
と
、
ま
た
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営

で
は
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
協
働
し
、
共
助

関
係
の
中
で
行
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
（
社
）
日
本
経
済
団
体
連
合
会

の
長
沢
恵
美
子
氏
は
、「
１
％
ク
ラ
ブ
」
の

目
的
（
日
本
経
団
連
に
会
員
と
し
て
加
盟

し
て
い
る
企
業
が
、
経
常
利
益
等
の
１
％

相
当
額
以
上
を
自
主
的
に
社
会
貢
献
活
動

に
努
め
る
）
と
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
①
被
災
現
地
で
設
置
さ
れ
る
災
害
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Ｖ
Ｃ
の
運
営
に
必
要
な
備
品
や
車
両
等
を

企
業
か
ら
の
寄
付
を
募
っ
て
貸
与
あ
る
い

は
寄
贈
、
②
被
災
地
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
支
援
活
動
へ
の
助
成
、
③
企
業
の
供
出

品
の
う
ち
、
日
用
品
を
袋
づ
め
し
た
「
う

る
う
る
パ
ッ
ク
」
を
要
支
援
者
の
安
否
確

認
・
ニ
ー
ズ
掘
り
起
こ
し
の
活
動
に
役
立

て
つ
つ
被
災
者
に
配
布
す
る
、
と
い
っ
た

支
援
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
パ
ネ
ラ
ー
の
う
ち
、
中

央
共
同
募
金
会
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、

経
団
連
１
％
ク
ラ
ブ
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で

災
害
Ｖ
Ｃ
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
た
め

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
今
後
の
災
害

Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
後
方
支
援
す
る
方
策
を
、

実
践
を
通
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
パ
ネ
ラ
ー
と
参
加
者
と
の
質
疑
応
答

で
は
、
災
害
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割

が
中
心
と
な
る
の
で
は
な
く
被
災
者
中
心

で
考
え
役
割
を
導
い
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
、
住
民
同
士
が
互
い
に
助
け
合
え
る
関

係
を
築
く
よ
う
日
頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が

心
が
け
工
夫
す
る
こ
と
が
個
人
情
報
保
護

の
壁
を
乗
り
超
え
る
鍵
で
は
な
い
か
、
と

い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
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災害ボランティア活動プロジェクト会議（支援Ｐ）の設置経緯・活動概要
●経緯ー新潟県中越地震発生直後に日本経団連・日本ＮＰＯセンター・全社協・中央共同募金会等で災害ボランティ

ア活動支援に関する情報交換会を持ったことをきっかけに情報交換を実施。以後、災害ＶＣ機能の検証など
の振り返りを実施し、今後の災害支援活動に反映できる機能とすることを目標に掲げる。

●運営体制ー（福）中央共同募金会が設置し、全社協、神奈川県共募、福井県共募、青森県社協、経団連１％クラブ、
シャンティ国際ボランティア会等の構成員が委員を努める（事務局：中央共同募金会と（有）コラボねっとの
共同運営）。

●活動概要ー①支援Ｐが応援した災害ボランティア活動の検証　②災害ＶＣの運営や支援に関する調査とアドバイ
ス　③被災地の災害ＶＣに対し、現地を支える人材・資機材・活動資金を仲介。

支援ボランティアプロジェクト会議ＵＲＬ＝http://shien-p-saigai.org/
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参加と協働のページ

犯罪被害者の遺族集『涙を無理にとめないで―犯罪や事故で子どもを亡くして』

◇遺族集を作成した経過

　私は、ある日、突然子どもを交通事故で亡くし、深い悲嘆と先の見えなくなってしまった

絶望感から気が触れてしまったのではないかと思う生活を送る日が長く続きました。

　さらに、人を避け「こそこそ」した生活を送るようになりました。それは周りの人たち

からかけていただいた何気ない言葉や対応について、傷つき、違和感をもつことがたびた

びあったからです。

　これは自分自身が遺族になって、初めて体験して気づいたことです。

　遺族について真実の姿を伝え、求めている支援を理解していただくために、辛いけれど

遺族が共に声を出して発言していくことの重要性を痛感しています。

　ある時期に日本より２０年進んでいると言われていたアメリカの被害者支援について学ぶ

機会を得られたことで、日本の被害者遺族が置かれた状況について真剣に考え始めました。

　学んだことのひとつに、被害者や遺族は本来持っていた生活をするための力を犯罪や事

故がきっかけで無くしてしまうのです。そのとき、喪の作業（グリーフワーク：家族など

身近な存在の死別を体験し、深い悲しみ（悲嘆）に陥った人が立ち直るまでに努力して行う

心の作業）を行うことによって生きる力を取り戻すことができるということを知りました。

　遺族は新しい人生を歩み続けることが必要です。遺族集を通して各々の新しい人生を踏

み出すきっかけになることを願っています。

　被害者支援自助グループ「ピア・神奈川」は、遺族が悲しみを思いきり話し、泣きたい

だけ泣くことのできる大切な場所です。それができる居心地の良い場所の確保と、遺族の

声を傾聴できる理解ある支援者が必要であることが原点であると考えています。

　犯罪や事故で遺族は孤立しがちなのです。そして深い孤独感を受けます。この遺族集で

は８人の遺族が思いの丈を書いています。そしてこの執筆も新しい生き方を始めることに

つながる「喪の作業」となることを信じて作成しました。

　被害者支援自助グループ「ピア・神奈川」　渡辺 治  重 
はる え

本冊子をご希望の方は、
被害者支援自助グループ「ピア・神奈川」まで
（�０７０－５４６３－４９４４）定価：７００円（送料別）
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生きる力を取り戻す

｜

犯罪や事故で家族をなくした人のグループの取り組みから

｜

　

　犯罪被害者は、その家族が犯罪にまきこまれ、命を奪われたというだけでなく、社会への

不信感が生まれ、それまでの生活の変更を迫られて、無力感、孤立感、絶望のふちに立た

されると訴えています。喪失感などからなかなか元の暮らしにもどることができず、被害

回復のために立ち上がろうとしても、加害者からの悪意や暴力などによって二次被害にさ

らされてしまうことあります。

　多くの被害者や遺族の声から、平成１６年に「犯罪被害者等基本法」が、また本県におい

ても「犯罪のない安全、安心まちづくり推進条例」などが制定され、昨年６月には「犯罪

被害者等総合相談窓口」が設置されるなど、支援対策が打ち出され始めました。

　被害者支援自助グループ「ピア・神奈川」は、犯罪や事故などで、突然大切な家族を奪

われた方々の支援のために犯罪被害者が中心となって設立されたグループです。被害者遺

族の一人ひとりと丁寧に向き合いながらの電話相談や面接相談、ミニコミ紙の発行、被害

者遺族の分かち合いのミーティングなどを、本会が設置している「セルフヘルプ相談室（か

ながわ県民センター１５階）」で行っています。

　しかし絶望の中、孤立している犯罪被害者は、心の整理もできない状態からなかなか電

話相談をする機会などを持てない人が多いのが実態です。そこで、今苦しんでいる犯罪被

害者へのメッセージとより多くの周囲の人々の理解をとの願いから、遺族集を本会の地域

福祉（ともしび）推進助成金や神奈川新聞厚生文化事業団、読売光と愛の事業団からの助

成金を得て発行することになりました。

　いま、この社会では、誰でもが常に犯罪被害者になる可能性を持っています。この犯罪

被害者の体験をつづった遺族集では、被害者遺族だけでなく福祉関係者や地域住民にも犯

罪被害者の気持ちを理解してもらうべく、被害当事者が事故や事件を辛いながらも振り返

り、「わたしたちと同じ辛い体験を少しでも無くしていこう」と力をふりしぼって訴えてい

ます。そしてみんなにとって社会は信じられるものであってほしいというメッセージを発

信しているのです。

（かながわボランティアセンター）

◇
「
虹
の
か
け
は
し
」

　

大
切
な
人
を
自
殺
で
亡
く
し
た

遺
族
の
会
。
横
浜
市
が
立
ち
上
げ

た
「
自
死
遺
族
の
集
い
」
か
ら
生
ま

れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
分
か
ち
合

い
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
る
希
望

を
見
出
せ
る
よ
う
な
話
し
合
い
や

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
共
有
し
、

と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

〈
活
動
日
〉

毎
月
第
１
火
曜
日

　

時
〜　

時

１２

１５

〈
活
動
場
所
〉

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー　

階
セ

１５

ル
フ
ヘ
ル
プ
相
談
室

◇
被
害
者
支
援
自
助
グ
ル
ー
プ
「
ピ

ア
・
神
奈
川
」

http://w
w
w
.geocities.jp/peerk

anagaw
a/

〈
活
動
日
〉

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

　

時
〜　

時　

分

１１

１６

３０

〈
活
動
場
所
〉

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー　

階
セ
ル

１５

フ
ヘ
ル
プ
相
談
室

新
た
な
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
相
談
室�

利
用
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介
！�
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でか
けてみませんかでか
けてみませんか

ウ
レ
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
で

遊
べ
る
「
し
ま
し
ま
こ
う
え
ん
」
な
ど
が

あ
り
、
ど
こ
で
も
自
由
に
親
子
で
楽
し
め

ま
す
。「
ま
ち
」の
中
に
は
テ
レ
ビ
電
話
や

お
え
か
き
ボ
ー
ド
な
ど
の
遊
び
道
具
も
置

か
れ
、
ど
れ
で
遊
ぼ
う
か
迷
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
で
す
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば
」で
は
毎
日
四
〜
五

回
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
開
催
。
し
ま
じ
ろ

う
が
登
場
す
る
と
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び

で
、
い
っ
し
ょ
に
歌
を
歌
っ
た
り
踊
っ
た

り
し
ま
す
。
毎
月
催
さ
れ
る
お
誕
生
日
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
そ
の
月
に
誕
生
日
を
迎
え

る
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。
し
ま

じ
ろ
う
と
記
念
写
真
も
撮
れ
ま
す
。
平
日

に
は
「
あ
そ
び
の
た
い
け
ん
ひ
ろ
ば
」
が

開
か
れ
、
折
り
紙
や
か
る
た
、
歌
に
合
わ

せ
て
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
ぽ
ん
ぽ
ん
を
振

っ
た
り
と
い
う
お
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　

ト
イ
レ
は
子
ど
も
用
便
座
や
低
い
洗
面

ＪＲ南武線で行く
～屋内アミューズメント施設への旅～
　毎日、寒い日が続いています。おうちのこたつでテレビと
みかん……といきたい季節ですが、元気いっぱいの子どもた
ちは、それを許してはくれません。
　そこで今回はＪＲ南武線武蔵溝ノ口駅前に建つ「マルイ
ファミリー溝口」と川崎駅前にある「ラ　チッタデッラ」へ。
これらの商業施設の中には、寒くても親子で思いきり遊べる
“屋内アミューズメント施設”が待っているのです。

し
ま
じ
ろ
う
の
ま
ち
は
遊
び
が 

い
っ
ぱ
い
「
し
ま
し
ま
タ
ウ
ン
」

　

ま
ず
、
Ｊ
Ｒ
南
武
線
武
蔵
溝
ノ
口
駅
で

下
車
し
ま
し
ょ
う
。
ホ
ー
ム
と
改
札
階
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
駅

北
口
と
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
間
に

八
段
の
階
段
が
あ
り
ま
す
が
、
近
く
に
ス

ロ
ー
プ
が
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
ベ
ビ
ー
カ

ー
の
場
合
は
抱
え
て
上
り
下
り
す
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
。
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
を
行
き
、
マ
ル
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
溝
口

へ
。
館
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
「
車
イ

ス
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
優
先
」
の
標
示
が
あ
り

ま
す
。

　

八
階
で
迎
え
て
く
れ
る
の
は
「
し
ま
し

ま
タ
ウ
ン
」。
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の

し
ま
じ
ろ
う
に
会
え
る「
ま
ち
」で
す
。
入

場
す
る
と
、
し
ま
じ
ろ
う
の
部
屋
で
遊
べ

る
「
し
ま
じ

ろ
う
の
い

え
」、
お

店

屋
さ
ん
ご
っ

こ
や
お
買
物

ご
っ
こ
が
で

き
る
「
し
ま

し
ま
し
ょ
う

て
ん
が
い
」、

子どもたちが大好きな手遊び歌や
ダンスでしまじろうたちもノリノリ！
�Benesse Corporation

／こどもちゃれんじ

台
が
用
意
さ
れ
、
か
わ
い
ら
し
い
造
り
。

オ
ム
ツ
替
え
シ
ー
ト
、
授
乳
室
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
は
施
設

外
の
同
じ
八
階
に
ベ
ビ
ー
休
憩
室
が
あ

り
、
そ
ち
ら
を
利
用
で
き
ま
す
。　

大
型
遊
具
で
た
っ
ぷ
り
冒
険
で
き
る

「
キ
ッ
ズ
ポ
ポ
ラ
ー
」

　

さ
て
、
次
は
川
崎
駅
へ
向
か
い
ま
し
ょ

う
。
現
在
、
ホ
ー
ム
と
改
札
階
、
改
札
階

と
東
口
を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
改
札
階
と
東
口
の
あ

い
だ
の
東
西
自
由
通
路
階
段
部
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
工
事
が
こ
の
二
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
九
月
中
旬
か

ら
利
用
で
き
る
予
定
で
す
。

　

ラ　

チ
ッ
タ
デ
ッ
ラ
へ
は
東
口
か
ら
丸

井
と
さ
い
か
屋
の
前
を
通
り
、
新
川
通
り

一
本
目
を
右
折
す
れ
ば
到
着
。
す
ぐ
右
側

の
建
物「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ（
ビ
バ
ー
チ
ェ
）」

の
三
階
へ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
が
る
と
、

フ
ロ
ア
奥
に
海
賊
船
と
宝
の
地
図
が
描
か

れ
た
「
キ
ッ
ズ
ポ
ポ
ラ
ー
」
が
現
れ
ま
す
。

　

施
設
内
に
は
冒
険
心
が
く
す
ぐ
ら
れ
る

大
型
遊
具
が
勢
揃
い
。
海
賊
船
に
向
け
て

ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
の
大
砲
を
撃
っ
た
り
、

宝
箱
に
入
れ
た
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
が
ど
こ

へ
行
く
の
か
目
で
追
っ
た
り
の
「
フ
ァ
ン

　１９９３年、子育て中のおかあさんが集まり、子育てタウン情報誌「ま
まとんきっず」を発行。以後、子育てに関するメール相談、地域の親
子が集うサロン運営、各種講座の開催など、子育て支援活動を展開。
２００４年「かながわボランタリー活動推進基金２１ボランタリー活動奨励
賞」、２００６年「第１９回神奈川県地域社会事業賞」を受賞。おかあさん
たちの目線による情報誌・単行本の発行物は３０冊を数え、一部は海外
でも翻訳出版。最新刊は「ままとんきっず１６号　幼稚園・保育園特集
２００７・０８年度版」（ままとんきっず）、「先輩ママの『私はこうして乗
り切った！』妊娠・出産／０歳児／１歳児」３冊シリーズ（ＰＨＰ研
究所）、「各駅発�ファミリーおでかけガイド神奈川」（メイツ出版）。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤３－５－４３　�／FAX：０４４－９４５－８６６２
HP:http://www.mamaton.jpn.org/

NPO法人　ままとんきっず

ボールプールは遊び場が３歳未満と３
歳以上に分かれているので安全で安心



９
第６７５号　福祉タイムズ　２００８．２．１５

�

�

�

�

���������������������������������������

���������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

今
回
ご
紹
介
す
る
と
も
し
び
シ
ョ
ッ

プ
は
、
海
老
名
駅
よ
り
徒
歩
十
分
の
海

老
名
市
役
所
一
階
に
あ
る
「
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
ぱ
れ
っ
と
」（
運
営
＝
海
老
名

市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）
で
す
。

っ
て
働
い
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

　
「
レ
ベ
ル
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
の
は
チ
ー
フ

の
藤
田
さ
ん
。
平
成
十
二
年
に
開
店
し

て
以
来
、
お
客
さ
ん
の
好
み
や
ニ
ー
ズ

を
考
え
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
工
夫
し
な
が
ら
今
日
ま

で
運
営
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ　
in

「
ぱ
れ
っ
と
」の
ご
紹
介

タ
や
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
で
す
。
ラ
ン
チ

セ
ッ
ト
は
ス
ー
プ
・
小
鉢
・
ド
リ
ン
ク

が
つ
い
て
六
百
五
十
円
で
、
安
く
て
お

い
し
い
と
お
客
さ
ん
に
も
好
評
で
す
。

　

現
在
、
こ
こ
で
は
四
名
の
障
害
の
あ

る
方
が
週
五
日
間
働
い
て
い
ま
す
。
楽

し
い
中
に
も
、
彼
ら
が
プ
ロ
意
識
を
も

ら
、
こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
彩
り
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ぱ
れ
っ
と

海
老
名
市
勝
瀬　

－

１

175

�　
　

－

　

－

２
１
１
１
㈹

046

231

http:/
/
w
w
w
.geocities.jp/

palette175/
index.htm

l

　

大
き
な
窓
に
面
し
た
店

内
は
明
る
く
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
で
す
。
一
人
で
も

気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
二
人
が
け
の
席

も
多
く
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

な
す
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
が

入
っ
た
ト
マ
ト
味
の
パ
ス

サ
ブ
チ
ー
フ
の
伊
東
さ
ん
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
も
担

当
し
て
お
り
、
お
店
の
こ
と

を
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
日
々
の
で
き
ご
と
や

お
す
す
め
の
一
品
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

ぱ
れ
っ
と
と
い
う
名
の
と

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味

を
出
し
合
い
、
調
和
し
な
が

�

�
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�������
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＝インフォメーション＝＝インフォメーション＝
【しましまタウン　溝口店】
１歳～６歳の就学前の子ども対象（１８歳以
上の保護者同伴が必要）
■電話　０４４－８５０－０３１２
■料金　最初の３０分は子ども４００円、保護
者２００円（以後１５分ごとに子ども２００円、
保護者１００円）

■営業時間　１１時～２０時、休みはマルイ
ファミリー溝口の休館日に準ずる

【キッズポポラー】
〈プレイコース〉生後６ヶ月～１２歳の小学生
以下の子ども対象（保護者同伴が必要）
〈デイケアコース〉生後２ヶ月～１２歳の小学
生以下の子ども対象（一時保育・要予約）
■電話　０４４－２１０－３０３０
■料金　〈プレイコース〉最初の３０分は子ど
も一般６００円、会員４５０円（以後１０分ごと
に一般２００円、会員１５０円）、保護者一般
３００円、会員２００円
　〈デイケアコース〉３０分一般８００円、会員
６００円（１時間以上から利用可）
※会員制年会費３０００円
※一時保育＋チネチッタ映画鑑賞券の「シ
ネマパック」あり

■営業時間　１０時～２１時、無休

フ
ァ
ン
ボ
ー
ル
ラ
ン
ド
」、
山
あ
り
谷
あ

り
の
マ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
を
行
く

「
ふ
あ
ふ
あ
ど
う
く
つ
た
ん
け
ん
」
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
は
ほ
っ
ぺ
た
を
紅
潮
さ
せ
て

夢
中
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
お
ま
ま
ご
と
や

木
製
お
も
ち
ゃ
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る

ほ
か
、
そ
れ
ら
の
そ
ば
に
は
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
な
が

ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
つ
け
る
ス
ペ
ー
ス
も
。

　

ま
た
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
ゆ
っ
く

り
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
食
事
、
映
画
を
楽

し
み
た
い
と
き
、
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る

デ
イ
ケ
ア
コ
ー
ス
（
一
時
保
育
）
を
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
保
育
ス
タ
ッ
フ

が
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
い
て
く
れ
る
の
で

安
心
。
デ
イ
ケ
ア
コ
ー
ス
専
用
の
託
児
室

で
、
食
事
、
お
や
つ
、
ミ
ル
ク
、
オ
ム
ツ

な
ど
の
お
世
話
も
し
て
く
れ
ま
す
。

　

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
プ
レ
イ
コ
ー

ス
を
利
用
す
る
際
の
オ
ム
ツ
替
え
は
施
設

外
同
フ
ロ
ア
の
多
目
的
ト
イ
レ
へ
。
授
乳

室
と
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
は
別
棟
「
Ｍ
Ａ
Ｇ

Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
（
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
）」
一
階

の
ベ
ビ
ー
ケ
ア
室
を
案
内
し
て
も
ら
え
ま

す
。

海賊船のキャプテンホエールの
となりで、子どもと保育スタッ
フが「スポンジボールはどこへ
行くのかなあ？」
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横
浜
市
の
巻

〜
住
民
が
力
を
活
か
し
て

連連載載

神
奈
川
の
福
祉
は
今
【
第
十
回
】

神
奈
川
の
福
祉
は
今　
【
第
十
回
】

面　　積：４３４．９８平方㎞
人　　口：３，６０９，７９７人（２００７年１月１日現在）
高齢化率：１７．７％
施 設 数：高齢者福祉施設等７６０

（特養・老健・グループホーム・デイサービスセンター等）
障害者福祉施設等４１３
（更生施設・授産施設・支援施設・地域作業所等）
保育所３９０、乳児院４、母子生活支援施設８、
児童養護施設７、児童自立支援施設２、情緒障害児短
期治療施設１、障害児施設等（入所・通園施設）２７

大和市�

小田原市�

川崎市� 横浜市�

金沢区�

大磯町�

平塚市平塚市�平塚市�

相模原市相模原市�相模原市�

戸塚区�

　

全
国
の
大
都
市
の
中
で
も
東
京
都
区
部

に
次
ぐ
人
口
を
有
す
る
横
浜
市
は
、
一
八

五
九
年
の
開
港
か
ら
来
年
で
百
五
十
周
年

と
い
う
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
五
月
に
は
政

府
主
催
の
第
四
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
に
も
さ
ら
に

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
は
自
分
た
ち
が
ま
ち
を
守
る 

〜
戸
塚
区
・
と
つ
か
災
害
ネ
ッ
ト

　

戸
塚
区
は
、
人
口
二
十
六
万
人
、
面
積

は
市
内
ト
ッ
プ
の
三
十
五
平
方
㎞
で
す
。

　
「
と
つ
か
災
害
救
援
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
以
下
、「
災
害
ネ
ッ
ト
」）
は
、
区

役
所
や
区
社
協
と
協
力
し
な
が
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
立
ち
上
げ
た
団
体

で
す
。
大
規
模
な
災
害
時
に
救
援
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
団
体
と
し
て
、

平
成
十
八
年
五
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
を
超
え
る
団
体
・
個
人
の
会
員
に
は
、

主
婦
や
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
経
験
者
、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
、
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、

多
様
な
顔
が
そ
ろ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
毎

月
の
定
例
会
と
勉
強
会
の
ほ
か
災
害
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
四
回
開
催
し
、

三
月
に
も
町
内
会
と
ケ
ア
プ
ラ
ザ
と
協
力

し
て
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
な

ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
一
月
十
九
日
に
は
、
戸
塚
駅
東
口

で
初
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
と
つ
か
災
害

ネ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
（
写
真
）。
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
パ
ネ
ル
展
示

や
市
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
、
企
画
か

ら
当
日
の
運
営
ま
で
す
べ
て
災
害
ネ
ッ
ト

が
担
い
、
市
民
に
向
け
て
団
体
の
活
動
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

災
害
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
長
で
、
社
会
福

祉
法
人
の
障
害
者
就
労
移
行
支
援
事
業
所

や
障
害
者
の
雇
用
を
行
う
清
掃
会
社
等
に

も
携
わ
る
加
藤
吉
昭
さ
ん
は
、「
戸
塚
は

人
口
も
面
積
も
大
き
く
、
町
内
会
の
活
動

は
盛
ん
な
と
こ
ろ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
障
害
者
も
含
め
区
の
み
ん
な
が
災
害

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
顔
を
つ
な
げ
て
助
け
合

え
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
活
動
内
容
と
そ

の
必
要
性
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
目
標
は
全
区
民
の
三
割
の
参
加
で

す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
地
域
の
住
民
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る 

〜
金
沢
区
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

金
沢
区
の
福
祉
保
健
活
動
拠
点
・
い
き

い
き
セ
ン
タ
ー
金
沢
の
一
階
、
金
沢
区
社

協
内
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、「
ボ
ラ
セ
ン
」）
で
は
、
全
十
一
名

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
住
民
ニ
ー
ズ

と
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
を
結
び
つ
け
て

い
ま
す
。現
ボ
ラ
セ
ン
の
前
身
と
な
る「
金

沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
」（
以
下
、「
ハ

ウ
ス
」）
時
代
か
ら
十
二
年
間
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
つ
と
め
る
市
村
和
子
さ
ん
は
、「
地

元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
、
自
由
か
つ
迅
速
な
対
応
を
こ
こ
ろ
が

け
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

平
成
七
年
十
二

月
に
誕
生
し
た
ハ

ウ
ス
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
の
強

い
要
望
を
受
け
、

区
の
助
成
に
よ
り
、
区
社
協
が
運
営
し
、

そ
し
て
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

が
日
常
管
理
に
あ
た
る
と
い
っ
た
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
生
ま
れ
た
、
当
時

の
区
で
は
初
と
な
る
拠
点
で
し
た
。
市
村
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さ
ん
は
、「
現
拠
点
に
な
っ
て
か
ら
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
主
性
や
行
動
力
を
活
か

す
姿
勢
は
そ
の
ま
ま
に
、
駅
に
近
く
な
っ

た
の
で
市
民
の
方
が
よ
り
足
を
運
び
や
す

く
な
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。

　

市
村
さ
ん
は
現
在
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
も
受
け
な
が
ら
寝
た
き
り
の
家

族
の
世
話
を
行
い
、
同
時
に
週
二
回
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
と
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
の
経
験

が
自
分
に
返
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
今
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
担
い
手
が
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
私
の
よ
う
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
担
い
手
と
受
け
手
の
両
方
を

体
験
し
た
立
場
で
考
え
た
こ
と
を
伝
え
た

い
」
と
の
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
出
口
百
合
子

さ
ん
は
、
障
害
児
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
ぼ
ら
び
っ
と
」
の
代
表
を
つ
と

め
、「
ど
ん
な
ニ
ー
ズ
に
で
も
応
え
ら
れ

る
担
い
手
」
を
目
指
し
、
預
か
り
だ
け
で

な
く
通
園
・
通
学
介
助
や
外
出
支
援
も
行

い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
、
紹

介
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
様
子
を

見
に
足
を
運
ぶ
な
ど
、
細
や
か
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
セ
ン
の
運
営
を
行
う
区
社
協
は
、

「
区
社
協
の
職
員
は
仕
事
と
し
て
か
か
わ

る
と
い
う
支
援
の
限
界
や
人
事
異
動
が
あ

り
ま
す
が
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

は
二
十
四
時
間
地
域
に
か
か
わ
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
地
域
の
事
情
に
詳
し
い
十

一
名
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
を
担
当
し
て
も
ら
え
る

の
は
、
区
の
大
き
な
強
み
」
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
役
割
を
重
要
視
し
ま
す
。

地
域
が
必
要
と
す
る
支
援
の
強
化

　

横
浜
市
社
協
で
は
、
区
社
協
の
あ
り
方

を
求
め
る
た
め
に
平
成
十
八
年
度
か
ら
二

つ
の
区
を
『
強
化
型
区
社
協
』
に
指
定
し
、

地
区
社
協
支
援
を
始
め
と
し
た
事
業
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
社
協
は
「
区
社

協
の
独
自
性
を
尊
重
し
、
地
域
の
た
め
の

活
動
が
展
開
さ
れ
れ
ば
」
と
、
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
二
区
の
支
援
と

事
業
の
検
証
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

横
浜
市
で
は
、
住
民
が
�
自
分
た
ち
の

こ
と
�
と
し
て
地
域
の
課
題
を
と
ら
え
、

意
欲
的
に
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

スタンプラリー形式で、
災害ボラセンの説明を聞
いたり非常食の試食をし
たり、子どもから大人ま
で多くの人が足を止め体
験しました

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　「にこにこクラブ」は、１９８６年
（昭和６１年）５月、茅ヶ崎市、市
社会福祉協議会、茅ヶ崎保健福祉
事務所の共催で催された「痴呆性
老人の介護講座」に参加した人が
再度集まり、①家庭で介護するに
はどうすればよいか？②認知症の
方と介護者への支援、この二つを
目標に設立されました。
　設立当時は認知症への理解が浅
く、家族が病気になってもなるべ
く知られたくないという強い思い
が一人の介護者の肩に重くのし掛
かっており、私もその真っ只中に
いました。
　そんな時保健師さんに「にこに
こクラブ」を紹介され、姑をボラ
ンティアの方にあずけて家族の会
に出席し、日頃の思いを聞いても
らいました。家族の会では同じ思
いの仲間が出来、その素晴らしさ
を実感して以来、認知症の介護で
困っている人が少しでも楽になれ
るように、そして認知症の方に楽
しい時間を持ってもらえるようお
手伝いして来ました。
　一昨年、設立２０周年を記念し
て、フォーラム「みんなで支えよ
う認知症」を開催し、行政はじめ
多方面の方々の参加を得て認知症
への理解を訴える事が出来まし
た。去る１月２４日には、茅ヶ崎保
健福祉事務所主催の認知症を考え
るフォーラム「地域で認知症を支
えよう～求められるかかりつけ医
との連携」に繋がり、茅ヶ崎、バ
ンザイです。

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク184

みんなで、地域で
支えよう認知症

にこにこクラブ会長
北村　紀子
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ひろば�ひろば�

県社協�
の�

本
会
・
県
が
一
体
と
な
っ
て　

〜
福
祉

人
材
確
保
・
育
成
・
定
着
に
む
け
て

　

少
子
高
齢
化
や
近
年
の
景
気
動
向
に
よ

る
影
響
等
に
よ
り
、
福
祉
現
場
で
は
人
材

の
確
保
・
育
成
・
定
着
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
る
な
ど
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
緊
急
に
解
決
す
べ
き
福
祉
現

場
共
通
の
課
題
と
い
う
視
点
か
ら
、
本
年

度
五
月
か
ら
経
営
者
部
会
に
て
「
社
会
福

祉
施
設
従
事
者
等
人
材
確
保
対
策
検
討
委

員
会
」（
三
澤
京
子
委
員
長
）
を
設
置
し
、

十
一
月
に
は
県
知
事
あ
て
に
「
福
祉
分
野

に
お
け
る
人
材
確
保
の
緊
急
的
課
題
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
行
政
と
の
検
討
の
場
の

設
置
を
主
と
す
る
要
望
書
（
要
旨
は
下
段

に
掲
載
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
去
る
一
月
十
六
日
、
県

か
ら
福
祉
人
材
確
保
に
む
け
て
の
県
施
策

の
取
り
組
み
内
容
や
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
本
会
側
は
林

会
長
、
篠
原
副
会
長
・
経
営
者
部
会
長
、

水
島
副
部
会
長
、
加
茂
坂
副
部
会
長
、
近

藤
副
部
会
長
、
三
澤
委
員
長
が
出
席
し
、

県
側
か
ら
は
稲
垣
保
健
福
祉
部
副
部
長
以

下
、
次
長
、
参
事
、
保
健
福
祉
総
務
課
、

地
域
保
健
福
祉
課
、
障
害
福
祉
課
、
高
齢

福
祉
課
の
各
課
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

県
と
し
て
は
、
福
祉
現
場
の
人
材
の
確

保
・
育
成
・
定
着
に
つ
い
て
本
会
と
連
携

・
協
力
し
な
が
ら
推
進
し
た
い
こ
と
、
今

後
「
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
に
係
る
関

係
機
関
と
の
検
討
会
議
（
仮
称
）」
を
設

置
し
、
関
係
者
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
て

国
へ
の
要
望
等
の
強
化
を
図
る
予
定
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・

定
着
に
む
け
た
事
業
を
平
成
二
十
年
度
の

重
点
事
業
と
位
置
づ
け
、
福
祉
の
職
場
の

イ
メ
ー
ジ
向
上
、
就
職
相
談
会
の
機
能
強

化
、
人
材
の
定
着
に
む
け
た
支
援
事
業
、

運
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
修
の
強

化
な
ど
、
引
き
続
き
県
行
政
と
協
働
し
な

が
ら
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

本
当
の
敵
は
自
分
た
ち
の
無
知
や
無
関
心

〜
施
設
部
会
主
催
研
修
会
開
催

　

去
る
一
月
二
十
一
日
、「
ア
メ
リ
カ
弱

者
革
命
か
ら
の
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
社

会
福
祉
従
事
者
一
人
ひ
と
り
の
希
望
と
力

を
い
ま
こ
そ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
施
設
部
会

主
催
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
堤
未
果
さ
ん
は
、
米
国
在
勤
中

に
、
間
近
で
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
に

遭
遇
さ
れ
、
以
降
、
著
作
家
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
、
日
米
を
行
き
来
し
、
講

演
や
執
筆
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

堤
さ
ん
は
、�
あ
の
事
件
を
契
機
に
、
ア

メ
リ
カ
で
は
個
人
情
報
は
一
元
化
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
保
障
費
が
削
減
、
民
営

化
さ
れ
国
内
に
多
く
の
貧
困
層
が
作
り
出

さ
れ
た
。
若
者
は
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
る

と
思
い
、
軍
の
リ
ク
ル
ー
タ
ー
（
勧
誘
）

の
話
に
の
り
イ
ラ
ク
に
行
っ
た
が
、
帰
国

し
て
も
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
※
）
の
影
響
で
普
通

の
生
活
が
送
れ
ず
、
社
会
保
障
費
削
減
の

た
め
放
り
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
生
活
の
た

め
に
軍
を
後
方
支
援
す
る
民
間
企
業
の
派

遣
社
員
と
な
り
、
イ
ラ
ク
に
送
り
込
ま
れ

た
が
、
何
の
訓
練
も
受
け
て
い
な
い
た
め

膨
大
な
死
亡
者
が
出
て
い
る
。
こ
の
貧
困

層
が
戦
争
を
支
え
、
安
い
労
働
力
と
し
て

要望書（要旨）
　この８月、厚生労働省より社会福
祉事業に従事する者の確保を図るた
めの措置に関する基本的な方針が、
新たに告示されたことを受け、この
方針を具体化するために、自らの自
治体における人材不足に関する実態
把握と将来的な見込みの分析、その
解決にむけた具体的な施策を早急に
打つ必要がある。行政、社会福祉法
人経営者、関係団体が協働し、調査
や打開策の検討を行うための場をつ
くっていただきたい。
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商
品
と
な
っ
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
国
と

国
の
戦
争
で
は
な
く
、「
民
営
化
さ
れ
た

戦
争
」
で
あ
る
�
と
い
い
ま
す
。

　

一
方
、
イ
ラ
ク
か
ら
の
帰
還
兵
の
言
葉

と
し
て「
本
当
の
敵
は
テ
ロ
リ
ス
ト
で
も
、

ア
メ
リ
カ
の
大
企
業
や
マ
ス
コ
ミ
、
政
府

で
も
な
く
、
自
分
た
ち
国
民
の
無
関
心
、

無
知
で
あ
っ
た
」
と
紹
介
さ
れ
、
イ
ラ
ク

か
ら
帰
還
し
た
若
い
兵
士
が
、
絶
望
す
る

こ
と
な
く
、
真
実
を
伝
え
よ
う
と
自
分
た

ち
の
出
身
校
を
回
っ
て
講
演
を
行
う
例

や
、
兵
士
た
ち
の
母
親
が
立
ち
上
が
っ
た

例
を
挙
げ
、
そ
の
結
果
、
軍
に
入
隊
す
る

高
校
生
が
減
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
日
本
で
も
あ
き
ら
め
て
し
ま

い
た
く
な
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と

も
多
い
。
自
信
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
彼
ら
の
話
を
聞
き
、
絶
対
に
あ
き

ら
め
な
い
と
思
う
こ
と
が
一
番
力
に
な

る
。
大
人
が
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
時
、

子
ど
も
は
絶
望
を
し
て
し
ま
う
。
す
ぐ
に

関
心
を
も
っ
て
く
れ
な
く
て
も
種
を
ま
き

続
け
る
こ
と
」
と
、
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
福
祉
の
現
場
も
、
大
変
厳
し
い
状

況
の
中
で
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
が
、
私
た
ち
の
使
命
を
も

う
一
度
振
り
返
り
、
自
分
の
力
を
信
じ
、

日
々
の
業
務
に
確
信
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
社
会
福
祉
・
施
設
団
体
担
当
）

い
る
た
め
、
申
し
出
が
な
い
世
帯
に
は
支

援
が
届
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

本
基
金
制
度
を
よ
り
多
く
の
世
帯
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
会
で
は
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
等
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
周
知
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
関
係
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
世
帯
の

方
々
の
孤
立
を
防
ぎ
、
少
し
で
も
有
効
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
＝
各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま

た
は
本
会
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
（
�

　

－

　

－

１
１
２
１
（
代
））

045

312

「
か
な
が
わ
交
通
遺
児
援
護
基
金
」の 

ご
案
内

　

近
年
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
家
族
を
突
然
失

う
悲
し
み
は
い
つ
の
時
代
に
も
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
会
で
は
、
県
内
在
住
の
二
十
歳
未
満

の
遺
児
と
そ
の
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

県
民
の
皆
様
や
企
業
・
団
体
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
寄
付
金
に
よ
り
「
か
な
が
わ
交
通
遺

児
援
護
基
金
」
を
設
置
し
、
見
舞
金
・
激
励

金
の
支
給（
別
表
）
を
は
じ
め
、
関
係
機
関

の
協
力
を
得
て
、
交
流
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
へ

の
招
待
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
本
会
で
把
握
し
て

い
る
交
通
遺
児
世
帯
（
以
下
、
世
帯
）
へ

ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
人

か
ら
の
申
し
出
に
基
づ
き
、
居
住
地
の
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
本
会
へ

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
世
帯
を
把
握
し
て

（
別
表
）

・
見
舞
金
（
十
万
円
）
※
事
故
当
時
、
神
奈
川
県
内

に
在
住
し
て
お
り
、
労
働
災
害
見
舞
金
の
支
給

を
受
け
て
い
な
い
世
帯

・
激
励
金
（
い
ず
れ
も
五
万
円
）

①
小
学
校
に
入
学
す
る
時

②
中
学
校
に
入
学
す
る
時

③
中
学
校
を
卒
業
す
る
時

④
高
等
学
校
を
卒
業
す
る
時
（
大
学
入
学
検
定
試

験
合
格
を
含
む
）

※
生
活
保
護
制
度
等
の
制
度
と
は
連
動
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
世
帯
の
所
得
に
関
係
な
く
、
申
請
に
基
づ

き
支
給
さ
れ
ま
す
。

「交通遺児援護基金」
へのご寄付は……

銀行：横浜銀行
横浜駅前支店

種目：普通預金 
№０２０５８３５

名義：（福）神奈川県社
会福祉協議会

※送金手数料はご負担
ください。
※福祉タイムズにお名
前を掲載させていた
だきます。

「地域づくり推進フォーラム」�
日程・会場：平成２０年３月６日（木）　１３：００～１６：４５　神奈川県社会福祉会館４階　第３・４研修室�
内容：『小地域における福祉のキーパーソンの育成を考える～大阪と神奈川の事例から～』。横浜国際福祉専門学校校長・�
　豊田宗裕氏（コーディネーター）。関西福祉科学大学准教授・佐藤貞良氏、南足柄市社協・吉田修平氏／大塚和子氏、�
　市民セクターよこはま・佐塚玲子氏によるパネルディスカッション�
定員：８０名（３月３日までＦＡＸまたはメール（tiiki@jinsyakyo.or.jp）にて申込）�
問合先：県社協地域福祉部市町村社協支援担当　�０４５－３１１－１４２５　ＦＡＸ０４５－３１４－３４７２�

「平成１９年度　市町村社会福祉協議会ボランティアセンター等災害時対応研修」�
日程・会場：平成２０年３月６日（木）　１３：３０～１７：００　かながわ県民センター１２階　第２会議室�
内容：『災害時―要援護者の支援を考える』をテーマに、川崎市総務局危機管理室、神奈川県民生委員児童委員協議会、�
　地球市民交流会による報告と、静岡英和学院大学教授青山登志夫氏による講演�
定員：市町村社協職員ほか関心のある方３５名（２月２９日までＦＡＸまたは郵送〈〒２２１－０８３５　横浜市神奈川区鶴屋町�
　　　２－２４－２〉にて申込）�
問合先：かながわボランティアセンター　�０４５－３１２－１１２１　ＦＡＸ０４５－３１２－６３０７�

県社協のフォーラム＆研修に参加しませんか？�

※
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
…
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
。

心
に
受
け
た
衝
撃
的
な
傷
が
元
で
後
に
生
じ

る
様
々
な
ス
ト
レ
ス
障
害
の
こ
と
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�

★
出
生
率
の
回

復
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
〜
少

子
化
社
会
の
子
育
て
支
援
策
（
丸
尾

直
美
・
川
野
辺
裕
幸
・
的
場
康
子
編

著
、
中
央
法
規
）

　

女
性
の
仕
事
と
出
産
・
子
育
て
の

両
立
を
は
ば
む
仕
組
み
を
解
明
し
、

海
外
の
子
育
て
対
策
を
参
考
に
し
な

が
ら
、好
ま
し
い
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
方
法
を
考
え
て

い
ま
す
。

★
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
〜
標
準

準
拠
で
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
サ
イ
ト
を
構

築
／
管
理
す
る
た
め
の
考
え
方
と
実
践

（
渡
辺
隆
行
・
梅
垣
正
宏
・
植
木
真
監

修
、
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）

★
保
育
の
根
っ
こ
に
こ
だ
わ
ろ
う　

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
７
新
し
い
福
祉
の
時
代
の
保
育

実
践
（
村
田
保
太
郎
著
、
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
）

★
う
つ
の
世
界
に
さ
よ
な
ら
す
る
１
０

０
冊
の
本
〜
本
を
読
ん
で
コ
コ
ロ
を

ち
ょ
っ
と
ラ
ク
に
し
よ
う
（
寺
田
真
理

子
著
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）

★
看
取
り
ケ
ア
と
重
度
化
対
応
ケ
ア
マ

ニ
ュ
ア
ル　

特
養
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

編（
シ
ル
バ
ー
総
合
研
究
所
編
、
日
総
研
）

★
渡
辺
式
家
族
ア
セ
ス
メ
ン
ト
モ
デ
ル

で
事
例
を
解
く
（
渡
辺
裕
子
著
、
医
学

書
院
）

★
新
版
・
よ
く
わ
か
る　

社
会
福
祉
法

人
の
決
算
実
務（
総
合
福
祉
研
究
会
編
、

清
文
社
）

★
よ
く
わ
か
る
高
専
賃
〜
高
専
賃
を
徹

底
解
剖
す
る　

開
設
と
運
営
の
ポ
イ
ン

ト
（「
シ
ニ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
編
集

部
高
齢
者
住
宅
研
究
班
編
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
シ
ス
テ
ム
）

★
生
活
の
場
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
（
三

好
春
樹
・
鳥
海
房
枝
・
大
瀧
厚
子
・
高

口
光
子
・
若
林
重
子
・
村
瀬
孝
生
・
朝

倉
義
子
著
、
筒
井
書
房
）

★
第　

回
自
閉
症
療
育
者
の
た
め
の
ト

10

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
（
神
奈
川
県
自

閉
症
児
・
者
親
の
会
連
合
会
）

★
福
祉
教
育
の
多
様
な
広
が
り
に
向
け

て
〜
ひ
と
り
ひ
と
り
が
考
え
、
学
び
、

参
加
す
る
〈
平
成　

年
度　

福
祉
教
育

１８

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
検
討
委
員
会
報
告

書
〉（
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
み
ん
な
あ
ー
と
２
０
０
７　

発
進
！

北
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
〜
北
海
道
知

的
障
が
い
者
芸
術
祭
（
北
海
道
知
的
障

が
い
福
祉
協
会
）

★
平
成　

年
度
事
業
概
要
〈
平
成　

年

18

１９

発
行
〉（
横
浜
市
中
央
・
西
部
・
南
部
・

北
部
児
童
相
談
所
）

★
社
会
貢
献
事
業
報
告
書
〜
社
会
の
狭

間
を
埋
め
る
総
合
生
活
相
談
〈
平
成　
１８

年
度
〉（
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
及
び
精

神
障
害
者
就
業
実
態
調
査
の
調
査
結
果

に
つ
い
て
（
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局

高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
）

図　
　
　
　

書
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「福祉情報資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/

～「新着情報コーナー」をぜひご利用ください ! ～

『 黄 落 』
佐江衆一著

ＮＰＯ法人ワーカーズ・コレクティブサポート横須賀
ケアマネジャー・事務局長　　　　

地域密着型サービス外部評価調査員
後藤　伸子

　１２年前、ミシンで内職していた私を福
祉の世界に引きずり込んだのがこの本
です。当時ラジオから幾度となく聞こ
えてきた作者の「妻への贖罪」という言
葉が気になって主人に買ってきてもら
いました。一気に読んだあと、震えが止
まらなかったことを覚えています。
　文章の巧みさにも増してすさまじい
までの認知症の世界。家族の困惑と怒
りが手に取るように書かれています。
家族の赤裸々な姿が、
読者の心にズシンと響
く衝撃の一冊です。
　認知症と深くかかわ
りをもち、グループホ
ームの調査員やケアマ
ネジャーとして今日あ
るのも、この本のおか
げかも知れません。今
も私のバイブルとなっ
ています。

１９９５年５月刊
定価１，４７０円（税込）

新潮社
※絶版。文庫本あり
（５８０円（税込））

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

資　
　
　
　

料

�

★
訪
問
介
護
に
お
け

る
第
三
の
機
能
と
サ
ー
ビ
ス
管
理
シ

ス
テ
ム
〜
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ

ル
開
発
を
行
う
た
め
の
研
究
事
業
報

告
書
（
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

訪
問
介
護
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
責
任
者
の
業
務
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
「
サ
ー
ビ
ス
管
理
」
に
つ
い
て
考

察
し
、
そ
の
あ
り
方
を
「
利
用
者
の

生
活
の
再
構
成
」
と
い
う
訪
問
介
護

特
有
の
機
能
を
ふ
ま
え
て
検
証
し
て

い
ま
す
。

★
ぼ
け
の
始
ま
っ
た
お
年
寄
り
と
暮
ら

す
〜
プ
ロ
が
伝
え
る
生
き
活
き
介
護
術

〜
（
金
田
由
美
子
著
、
筒
井
書
房
）
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

お
し
ゃ
れ
で
着
や
す
く
改
良
！ 

衣
類
の
工
夫
ミ
ニ
展
示
会

　

市
販
の
服
で
は
ボ
タ
ン
が
留
め
に

く
い
、
車
い
す
の
操
作
が
し
に
く
い

な
ど
と
い
う
悩
み
に
、
デ
ザ
イ
ン
を

損
な
わ
ず
に
着
易
く
改
良
す
る
工
夫

を
実
際
の
改
良
衣
類
を
展
示
し
て
紹

介
し
ま
す
。
衣
類
の
着
脱
を
助
け
る

自
助
具
も
併
せ
て
展
示
。
入
場
無
料

・
申
込
不
要

◇
日
時
＝
平
成　

年
３
月
１
日（
土
）

２０

〜　

日（
月
）　

９
時
〜　

時　

分

３１

１７

１５

◇
場
所
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

　

階　

福
祉
用
具
展
示
場

１３◇
問
合
せ
＝
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協

議
会
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当　

�　

－

　

－

１
１
２
１
（
代
）　

０４５

３１２

　
と
つ
か
福
祉
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ「
雨
宮
処
凛
と
女
の

子
た
ち
の�
フ
ツ
ー
に
生
き
さ
せ
ろ
！
�」

　
「
居
場
所
が
な
い
」「
ク
ス
リ
や
ア

ル
コ
ー
ル
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
」「
働

け
る
か
不
安
」
な
ど
、
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
る
女
性
（
特
に　

代
前
半
ぐ

３０

ら
い
ま
で
の
女
性
）
に
向
け
た
講
演

と
わ
か
ち
あ
い
の
場
。
講
師：

雨
宮

処
凛
（
作
家
）、
鶴
田
桃
エ（
自
助
グ
ル

ー
プ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
共
同
代
表
）、上
岡
陽
江

（
ダ
ル
ク
女
性
ハ
ウ
ス
代
表
）

◇
日
時
＝
平
成　

年
３
月
２
日　

２０

（
日
）　
　

時
〜　

時　

分

１３

１６

３０

◇
場
所
＝
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

横
浜
（
Ｊ
Ｒ
・
市
営
地
下
鉄
戸
塚
駅

西
口
よ
り
徒
歩
５
分
）

個
人
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な

り
ま
す（
公
開
は
三
月
下
旬
か
ら
）。

新
し
い
ア
ド
レ
ス
は
次
号
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
託
金
】▽
脇
隆
志
【
と
も
し

び
基
金
】▽
偕
恵
学
園
▽
神
奈
川
県

生
活
協
同
組
合
連
合
会
▽
葛
の
湯
▽

そ
う
て
つ
ロ
ー
ゼ
ン
港
南
台
店
▽
と

も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
さ
く
ら
運
営
委
員
会

▽
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
馬
場
店
▽
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

ニ
コ
ス（
株
）▽
宮
の
台
幼
稚
園
園
児

一
同
▽
連
合
神
奈
川
▽
遠
藤
寂
香
▽

小
田
猛
夫
▽
絹
山
由
華
▽
菅
井
良
幸

（
計　

一
六
四
、
〇
六
九
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
県
機
器
健

康
保
険
組
合
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題

研
究
会
▽
ハ
マ
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
▽

横
浜
公
共
職
業
安
定
所
資
格
得
喪
係

（
敬
称
略
）

◇
定
員
＝　

名
（
先
着
順
）

２００

◇
参
加
費
＝
千
円
（　

代
は　

円
）

１０

５００

※
保
育
あ
り
（
有
料
・
事
前
予
約
制
）

◇
申
込
・
問
合
せ
＝
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
横
浜　

�　

－

　

－

５
０
５
２

０４５

８６２

Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

w
om
en.city.y

okoham
a.jp

平
成　

年
１
月　

日
よ
り
配
偶
者

20

１１

暴
力
防
止
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市
町
村

に
対
す
る
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義

務
等
を
定
め
た
、「
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
（
配
偶
者
暴
力
防
止

法
）」
の
一
部
改
正
法
が
、
平
成　

年
２０

１
月　

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

１１

○
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
生
命
・
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
受

け
た
被
害
者
も
保
護
命
令
の
申
立
て

が
で
き
ま
す
。
②
被
害
者
に
対
す
る

電
話
・
電
子
メ
ー
ル
等
が
禁
止
さ
れ

ま
す
。
③
被
害
者
の
親
族
等
も
接
近

禁
止
命
令
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
県
内
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
＝
県
立
女
性
相
談
所
（
�　

－
　
０４５

３１３
－

０
７
４
５
）、
か
な
が
わ
女
性
セ

ン
タ
ー
（
�
０
４
６
６－

　

－

９
７

２７

９
９
）

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
並
び
に

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
、
本
会

２０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
と
組
織
・

お
わ
び
と
訂
正

　

平
成
二
十
年
一
月
十
五
日
発
行

号
の
九
頁
で
ご
紹
介
し
た
、『
と

も
し
び
シ
ョ
ッ
プ　

県
民
セ
ン
タ

in

ー
店
』の
連
絡
先
の
電
話
番
号
は
、

正
し
く
は
「　

－

　

－

１
１
２
１

０４５

３１２

（
代
）」
で
し
た
。
関
係
者
の
方
々

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
わ
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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発
行
日　

２
０
０
８
年（
平
成　

年
）２
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２０

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

気
軽
に
お
い
で
よ�
ぽ
か
ぽ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�

横
浜
温
泉
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー（
横
浜
市
旭
区
）

　

横
浜
市
旭
区
に
、
地
下
千
五
百
メ
ー

ト
ル
か
ら
湧
出
し
て
い
る
天
然
の
高
温

温
泉
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

温
泉
を
掘
り
当
て
、
地
域
に
開
放
し
て

い
る
の
は
、
社
会
福
祉
法
人
創
生
会
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
だ
ち
ホ
ー

ム
」。
湧
出
し
て
か
ら
お
よ
そ
十
五
年
、

「
横
浜
温
泉
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
は
、
施

設
の
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
が
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

利
用
者
の
た
め
に

　

あ
だ
ち
ホ
ー
ム
に
温
泉
が
湧
い
た
の

は
、
平
成
五
年
の
こ
と
で
す
。
当
時
の

施
設
長
で
あ
っ
た
故
敷
本
五
郎
さ
ん

が
、
�
利
用
者

の
た
め
に
�
と

い
う
強
い
信
念

で
掘
削
を
す
す

め
ま
し
た
。「
当

時
は
ま
だ
措
置

制
度
と
い
う
、

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
よ
り
多
く

の
方
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
り
ま

し
た
。

　

温
泉
を
利
用
す
る
方
は
、
地
元
の
高

齢
者
や
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た
親

子
、
近
隣
の
障
害
者
施
設
の
利
用
者
な

ど
、
年
間
十
五
万
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
利
用
者
に
付
き
添
っ
て
き
た

家
族
が
入
浴
し
た
り
、
他
に
も
地
域
の

民
生
委
員
や
サ
ー
ク
ル
が
、
温
泉
施
設

内
の
多
目
的
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

誰
で
も
当
た
り
前
に
利
用
で
き
る

　

温
泉
に
は
個
別
浴
室
が
四
室
備
え
ら

れ
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
皮
膚
炎

の
方
も
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
ま
す
。

「
誰
で
も
気
持
ち
よ
く
、
当
た
り
前
に

過
ご
せ
る
場
所
で
あ
り
た
い
」
と
飯
村

さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、
横
浜
温
泉
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
み
ん
な
が
気
軽
に
訪

れ
ら
れ
る
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
が
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
決
定
し

措
置
費
を
給
付
す
る
時
代
の
こ
と
で
し

た
か
ら
、
私
た
ち
の
自
発
的
な
行
動
は

目
立
っ
て
い
ま
し
た
ね
」
と
現
在
の
施

設
長
で
あ
る
飯
村
雄
一
さ
ん
は
語
り
ま

す
。
温
泉
の
お
か
げ
で
入
居
者
の
皮
膚

炎
や
湯
あ
た
り
も
大
き
く
減
っ
た
そ
う

で
す
。

温
泉
は
み
ん
な
の
も
の

　

あ
だ
ち
ホ
ー
ム
の
理
念
に
、�
利
用

者
の
自
立
支
援
�と
、
も
う
ひ
と
つ
�
施

設
の
地
域
開
放
�
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

理
念
に
基
づ

き
、
施
設
で

は
開
所
当
初

か
ら
施
設
の

会
議
室
や
バ

ス
を
貸
し
出

し
て
き
ま
し
た
。
温
泉
も
�
み
ん
な
の

も
の
�
と
と
ら
え
、
施
設
の
一
部
を
改

修
し
て
一
般
開
放
し
ま
し
た
。
平
成
十

二
年
に
は
地
域
交
流
施
設
と
し
て
リ

十五年間、週二回バスでかかさ
ず通う方もいます

なめると塩辛く、やや茶
色がかった泉質は、体の
芯からあったまります

横
浜
温
泉
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー　

横
浜
市
旭
区
上
川
井
町
２
２
８
７

�　

－

　

－
５
５
９
０

０４５

９２２

営
業
時
間　

午
前
七
時
〜
午
後
十
一
時

（
※
第
三
火
曜
日
の
み
午
後
三
時
〜
午
後
十

一
時
）

大
人
五
百
円
、
子
ど
も
二
百
五
十
円
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